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Ⅰ 調査の概要 

１ 調査の目的 

 応急仮設住宅等から災害公営住宅に入居するに伴って，様々な健康問題の発生が懸念されること

から，入居者の健康状況を把握し，要フォロー者を必要な健康支援に結びつけるとともに，施策展開の

基礎資料とすることを目的として平成２７年度から実施しているもの。 

２ 実施主体 

宮城県及び１３市町 （仙台市，石巻市，塩竈市，気仙沼市，名取市，登米市，東松島市，大崎市 

亘理町，山元町，松島町，涌谷町，南三陸町）の共同実施 

３ 調査対象 

 上記１３市町が管理する災害公営住宅の入居者      ７，７２４世帯 

                                          

 ４ 実施時期 

平成２８年１１月～平成２９月２月 

５ 調査方法 

   （1） 配布  郵送又は市町支援員等の戸別訪問 

   （2） 回収  郵送又は市町支援員等の戸別訪問（さらに，希望する市町において，未回答世帯を  

対象に健診団体の訪問による聞き取りを実施） 

 

６ 

   

６ 調査項目 

  (1) 個人属性（氏名，性別，生年月日，続柄，職業） 

  (2) 健康状況（身体的・心理的状況，身体活動・社会性の状況など） 

７ 配布・回収状況 

  (1) 配布世帯数   ７，７２４世帯 

  (2) 回収世帯数   ３，６３５世帯  

  (3) 回収率         ４７．１％ 

  (4) 有効回答人数    ６，２７０人  

＊調査結果に掲載している数値は小数点第２位以下を四捨五入しているため，内訳合計と総数とが一致しない場合がある。 

＊項目ごとに有効回答者数が異なる場合がある。また，各項目の母数（有効回答者数の計）は表中の（ ）内に記載した。 
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Ⅱ 結果の概要 

 世帯ごとの人数は，「1人」が 43.1％と最多で，次いで「2人」が 38.2％となっている。 

 65歳以上でひとり暮らしの世帯は 1,039世帯ある。全世帯に占める割合は 28.6％である。 

世帯人数の割合（年度別） 

独居高齢者世帯の割合（年度別） 

図１－１ 

（１）世帯人数 

（２）独居高齢者世帯 

１ 世帯の状況 

（注） 回答無記入・内容不明のデータは，除外して集計した（以下同じ）。 

※1 平成 27 年度調査 ： 平成２７年度災害公営住宅入居者健康調査（平成 27 年 9 月～平成 28 年 2 月実施）（以下同じ）。 

※2 宮城県高齢者人口調査（長寿社会政策課）及び宮城県住民基本台帳人口及び世帯数（統計課）より。 

１人                         ２人               ３人    ４人以上 

図１－２ 

1,566 世帯                     1,390 世帯           411 世帯  268 世帯 

1,039 

世帯 

※1 

746 

世帯 



H28:災害（宮城県） 

3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

44.1% 55.9% 

50.0 
44.4 

26.3 

0%

20%

40%

60%

H28調査 

（6,270人） 

H27調査 

（5,749人） 

県平均 

(H29.3末）※ 

年齢構成では，65歳以上の高齢者の割合は 50.0％である。                       

なお，県平均の高齢化率は，平成 29年 3月末現在で 26.3％である（高齢者人口調査より）。 

６５歳以上高齢者割合（年度別） 図２－１ 

（１）性別・年齢構成 

２ 調査対象者の属性 

性別の割合 図２－２ 

年齢構成割合（年度別） 図２－３ 

男性 （2,767 人）                   女性 （3,503 人） 

（単位：％） 

※ 宮城県高齢者人口調査（長寿社会政策課）及び宮城県住民基本台帳人口及び世帯数（統計課）より。 
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２ 調査対象者の属性 （つづき） 

 職業は，「無職」が 44.4％と最多で，次いで「会社員」が 14.0％となっている。 

職業（全年齢・複数回答あり） 表２－１ 

（２）職業 

 「無職」と回答した人のうち，15歳から 64歳までの人は 659人で，そのうち，「求職中」と回答した

人は 31.9％，「病気療養中」と回答した人は 21.1％である。 

（３）無職の理由 （15歳から 64歳まで） 

H28 調査 

（659 人） 

「求職中」の人の割合（性別，年代別，15 歳から 64 歳まで） 図２－５ 

「病気療養中」の人の割合（性別，年代別， 15 歳から 64 歳まで） 

「無職」の理由（15 歳から 64 歳まで） 図２－４ 

人数 割合 割合

会社員 845 14.0% 13.3%

公務員 12 0.2% 0.2%

自営業 168 2.8% 2.6%

ﾊﾟｰﾄ・
ｱﾙﾊﾞｲﾄ 779 12.9% 14.3%

主婦 748 12.4% 11.8%

学生 407 6.7% 8.8%

無職 2,689 44.4% 43.0%

農業 13 0.2% 0.3%

漁業 42 0.7% 0.3%

その他 347 5.7% 5.4%

合計 6,050 100.0% 100.0%

職業
Ｈ２８調査 Ｈ２７調査(5,511人）

求職中 

31.9% 

病気療養中 

21.1% 

他 

18.4% 
未回答 

28.7% 

（210 人）            （139 人）       （121 人）          （189 人） 

1.3  

13.2  

7.6  

13.0  11.6  

7.2  
4.2  

8.5  
5.4  

7.9  6.9  
4.1  

0%

10%

20%

15-19歳 20-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-64歳 

男性 女性 （割合/年代） 

図２－６ 

（割合/年代） 
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３ 健診の受診状況 

 「最近１年間に健診を受けた」と回答した人は，66.5％であり，前年度調査と比べると 0.7ポイント

高い。（0歳から 18歳は調査対象外） 

健診受診の状況（年度別） 図３－１ 

「最近１年間に健診を受けた」人の割合（性別，年代別） 図３－２ 

（割合/年代） 

  

65.8% 

66.5% 

33.4% 

32.4% 

0.8% 

1.1% 

H27調査 

（4,827人） 

H28調査 

（5,420人） 

受けた 

（3,607 人） 
受けていない 

（1,754 人） 
わからない 

（59 人） 

66.8  

52.3  

72.4  
64.7  

72.3  68.3  68.4  

59.9  
66.4  

49.4  

60.9  
69.9  68.5  

72.9  72.7  

53.7  

0%

50%

100%

合計 19-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-69歳 70-79歳 80歳以上 

男性 女性 
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59.1 

9.6 10.3 
15.5 19.3 

36.2 

57.6 

70.8 

87.2 89.4 

60.1 

6.7 9.8 
16.5 

28.1 
37.6 

53.7 

68.1 
81.2 

87.6 

0%

50%

100%

合計 0-9歳 10-19歳 19-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-69歳 70-79歳 80歳以上 

男性 女性 

現在の病気の有無（年度別）  図４－１ 

「病気がある」人の割合（性別，年代別） 図４－２ 

 現在，「病気がある」と回答した人の割合は 59.7％である。病気別では，高血圧（30.6％）が最多で，

次いで糖尿病（11.4％）となっている。また，「病気がある」が「治療を中断している」と回答した人は，

病気がある人の 3.5％である。 

病気の種類別（複数回答あり） 表４－１ 

「病気がある」が「治療を中断している」人の割合（年度別） 図４－３ 

※ 割合は，有効回答数に占める割合。 

77 人 

56.5% 

59.7% 

43.5% 

40.3% 

H27調査 

（5,508人） 

H28調査 

（5,997人） 

ある （3,579 人）                  ない （2,418 人） 

3.5 3.5 

0%

2%

4%

Ｈ２８調査 

〔3,579人〕 

Ｈ２７調査 

〔3,113人〕 

H27調査
（5,749人）

人数 割合※ 割合

高血圧 1,916 30.6% 27.8%

糖尿病 714 11.4% 10.2%

心疾患 403 6.4% 5.7%

呼吸器疾患 338 5.4% 5.2%

がん 320 5.1% 4.8%

精神疾患 315 5.0% 5.2%

脳血管疾患 201 3.2% 3.6%

透析 53 0.8% 0.7%

その他 1,227 19.6% 18.4%

病名

　　　　　　　　H28調査
　　　　　　　（6,270人）

（割合/年代） 

 〔  〕は病気があると回答した人数 

４ 疾病の状況 

125 

人 

109 

人 
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５ 体調 

図５－１ 

 体調が「あまり良くない」，「とても悪い」と回答した人の割合は 21.5％である。高齢者ほど割合が高

い。 

 

体調の状況（年度別） 

「あまり良くない」と「とても悪い」の合計の割合（性別，年代別） 図５－２ 

22.6% 

21.5% 

61.1% 

62.6% 

16.2% 

15.9% 

H27調査 

（5,541人） 

H28調査 

（6,030人） 

あまり良くない＋とても悪い            まあ良い                   大変良い                        

（1,298 人）                   （3,775 人）                   （957 人） 
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2.8  
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27.0  
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27.0  

35.1  

21.9  

0.7  

3.7  

10.6  

13.9  

23.8  24.1  

19.9  

25.3  

34.7  

0%

10%

20%

30%

40%

合計 0-9歳 10-19歳 20-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-69歳 70-79歳 80歳以上 

男性 女性 （割合/年代） 
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62.1% 

62.6% 

H27調査 

（4,412人） 
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（5,068人） 

7.3  

3.8  

8.5  

11.3  
10.2  

5.1  
6.7  

8.5  7.7  
6.3  

9.8  

11.6  
10.1  

5.3  4.9  

10.3  

0%

10%

20%

合計 18-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-69歳 70-79歳 80歳以上 

男性 女性 

６ 心の問題 

 不安，抑うつ症状を測定する指標である K６（※）で見ると，「支援が必要な程度の強い心理的苦痛を感

じている」とされる 13点以上の割合は 7.5％である。性別，年齢別では，40歳代の女性が 11.6％と高い。 

 

図６－１ 

図６－２  K６「13点以上」であった人の割合（性別，年代別） 

心の状況（K６，対象：18 歳以上，年度別） 

（割合/年代） 

（注）※ Ｋ６(ケーシックス)とは 

Ｋ６は米国の Kessler らによって，うつ病・不安障害などの精神疾患をスクリーニングすることを目的として開発され，一般住民を対象とした調

査で心理的ストレスを含む何らかの精神的な問題の程度を表す指標として広く利用されている。 

 「神経過敏に感じましたか」「絶望的だと感じましたか」「そわそわ，落ち着かなく感じましたか」「気分が沈み込んで，何が起こっても気が晴

れないように感じましたか」「何をするのも骨折りだと感じましたか」「自分は価値のない人間だと感じましたか」の６つの質問について５段階

（「まったくない」（０点），「少しだけ」（１点），「ときどき」（２点），「たいてい」（３点），「いつも」（４点））で点数化する。合計点数が高いほど，精

神的な問題がより重い可能性があるとされている。 

 平成２５年に厚生労働省が実施した国民生活基礎調査では，１３点以上が 4.4％であった（２０歳以上。「不詳」を除いて集計）。 

※２  割合は，Ｋ６について有効な回答（6項目中４項目以上の回答）があった１８歳以上の人に占める割合。 

 

13 点以上 10-12 点   5-9 点                         5 点未満 

(381 人）  (396 人)   (1,120 人)                          (3,171 人) 
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７ 心の動揺 

８ 不眠の状況 

図７－１ 

図８－１ 

「災害を思い出して気持ちが動揺することがある」と回答した人の割合は 17.0％であり，前年度調査と

ほぼ同じ割合である。全体的に女性が高い。 

 

 「眠れない」と回答した人の割合は 16.1％であり，前年度調査と比べやや増加した。男女別では女性

が，年齢別では 40歳代から 80歳代で高い。 

 

「災害を思い出して気持ちが動揺することがある」人の状況（年度別） 

「眠れない」人の状況（年度別） 

「眠れない」人の割合（性別，年代別） 

1,009 人 

（割合/年代） 

1,066 人 

（割合/年代） 

図８－２ 

図７－２ 「災害を思い出して気持ちが動揺することがある」人の割合（性別，年齢別） 

968 人 

907 人 
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13.8  

3.6  

8.5  

14.7  

21.7  
23.9  

15.2  

4.1  2.9  
0.6  

2.5  

8.3  6.9  
4.0  

1.6  0.5  

0%

10%

20%

30%

合計 20-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-69歳 70-79歳 80歳以上 

男性 女性 

7.7 8.1 

0%

5%

10%

H28調査 

（6,270人） 

H27調査 

（5,749人） 

4.4  

0.7  

2.8  
3.5  

5.9  
6.8  

5.3  

3.6  

0.9  
0.0  

0.4  

3.8  

1.9  

0.8  0.6  
0.2  

0%

2%

4%

6%

8%

合計 20-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-69歳 70-79歳 80歳以上 

男性 女性 

2.4 2.7 

0%

2%

4%

H28調査 

（6,270人） 

H27調査 

（5,749人） 

９ 飲酒の状況 

図９－１ 

図９－２ 

図９－３ 

図９－４ 

 「朝又は昼から飲酒することがある」と回答した人の割合は 2.4％である。全体的に男性の割合が高く，
60歳代男性は 6.8％である。 

「週４日以上かつ 1日３合以上飲酒する」と回答した人の割合は 7.7％である。全体的に男性の割合

が高く，60歳代男性が 23.9％である。 

 「週４日以上かつ 1 日 3 合以上飲酒する」と回答した人の割合（年度別） 

「朝又は昼から飲酒することがある」人の割合（年度別） 

（１）朝又は昼からの飲酒状況 

「週４日以上かつ 1 日 3 合以上飲酒する」と回答した人の割合（性別，年代別） 

（２）多量飲酒の状況 

485 人 

152 人 

「朝又は昼から飲酒することがある」人の割合（性別，年代別） 

（割合/年代） 

（割合/年代） 

155 人 

466 人 
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１０ 食欲及び体重変化の状況 

「食欲がない」と回答した人の割合は 3.5％である。                                         

「１年間に比べて体重が減少した」と回答した人の割合は 12.0％である。                  

「１年前に比べて体重が増加した」と回答した人の割合は 18.2％である。 

食欲及び体重変化の状況の割合 図１０－１ 

「食欲がない」人の割合（性別，年代別）  図１０－２ 

「体重が減少した」人の割合（性別，年代別） 図１０－３ 

「体重が増加した」人の割合（性別，年代別） 図１０－４ 

3.5 

12.0 

18.2 

3.7 

13.0 

17.5 

0%

5%

10%

15%

20%

食欲がない 体重減少 体重増加 

H28調査 

（6,270人） 

H27調査 

（5,749人） 

12.5  

0.0  1.4  
3.6  4.7  

6.1  

11.5  13.2  

20.0  
22.8  

11.6  

0.0  
2.1  

9.1  

5.4  
7.2  

9.6  
11.1  

13.5  

21.3  

0%

10%

20%

30%

合計 0-9歳 10-19歳 19-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-69歳 70-79歳 80歳以上 

男性 女性 

16.7  

1.3  

5.4  

10.1  

15.5  

20.3  19.4  20.2  19.8  

14.8  

19.4  

1.2  
3.5  

12.8  

18.7  
21.4  22.0  

25.4  
23.3  

14.8  

0%

10%

20%

30%

合計 0-9歳 10-19歳 19-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-69歳 70-79歳 80歳以上 

男性 女性 

3.5  

0.0  0.0  

2.2  2.3  

3.5  
4.6  

3.8  
5.0  

3.6  3.5  

0.6  

2.1  
3.0  

2.1  

3.8  

2.7  2.4  

4.5  
5.3  

0%

5%

10%

合計 0-9歳 10-19歳 19-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-69歳 70-79歳 80歳以上 

男性 女性 

（割合/年代） 

（割合/年代） 

（割合/年代） 

217 人 211 人 

752 人 748 人 

1,141 人 1,004 人 
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35.8  

9.9  
13.2  

18.9  
14.9  

22.2  

34.4  37.8  

48.8  
55.6  

38.2  

7.1  6.7  

15.6  17.7  
24.1  

31.1  

40.1  

50.2  

59.0  

0%

20%

40%

60%

80%

合計 0-9歳 10-19歳 19-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-69歳 70-79歳 80歳以上 

男性 女性 

58.8% 

62.9% 

41.2% 

37.1% 

H27調査 

（5,260人） 

H28調査 

（5,777人） 

１１ 相談相手の有無 

 現在の住宅への転居前に比べて日頃の生活で体を動かす機会が「変化なし」と「増えた」と答えた

人の割合は 62.9％であり，前年度調査に比べて 4.1ポイント高い。 

体を動かす機会の変化（年度別） 図１２－１ 

「とても少なくなった」と「少なくなった」の合計の割合 （性別，年代別） 図１２－２ 

（割合/年代） 

 「相談相手がいる」と回答した人の割合は 78.0％であり，前年度調査とほぼ同じ割合である。特に，

男性で「相談相手がいない」と回答した人の割合が高い。 

相談相手の有無 図１１－１ 

「相談相手がいない」人の割合（性別，年代別） 図１１－２ 

「とても少なくなった」と「少なくなった」の合計 

（2,146 人） 

「変化なし」と「増えた」の合計 

（3,631 人） 

78.4% 

78.0% 

21.6% 

22.0% 

H27調査 

（5,059人） 

H28調査 

（5,615人） 

いる （4,377 人）               いない （1,238 人） 

27.7  

2.4  

8.1  9.1  

14.2  

34.4  
31.4  33.5  32.6  

30.6  

17.7  

4.0  2.5  

8.2  

12.5  

19.7  21.9  
18.5  18.9  

22.2  

0%

20%

40%

合計 0-9歳 10-19歳 19-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-69歳 70-79歳 80歳以上 

男性 女性 （割合/年代） 

１２ 体を動かす機会の変化 
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36.6% 

41.3% 

63.4% 

58.7% 

H27調査 

（5,402人） 

H28調査 

（5,970人） 

１４ 要介護認定の状況 

 65歳以上に占める要介護・要支援認定者の割合は 17.7％である。また，認定者のうち，サービスを

利用している人の割合は，64.2％であり，前年度調査と比べて 2.5ポイント高い。 

要介護認定の状況 表１４ 

※１ ６５歳以上の高齢者数に占める割合。 

※２ 要介護・要支援認定者数に占める割合。 

１３ 行事への参加状況 

  地域との交流行事に「参加している」と回答した人は 41.3％であり，前年度調査に比べて 4.7ポイント 

高い。男女別では女性の割合が高い。 

行事への参加（年度別） 図１３－１ 

参加している人の割合（性別，年代別） 図１３－２ 

（割合/年代） 

参加 （2,468 人）               不参加 （3,502 人） 

36.2  
43.4  

25.4  

10.9  

21.2  
23.1  

27.8  
39.4  

48.2  47.2  45.3  
39.4  

22.8  
15.5  

29.4  
24.5  

34.7  

49.6  

63.9  

53.3  

0%

20%

40%

60%

80%

合計 0-9歳 10-19歳 20-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-69歳 70-79歳 80歳以上 

男性 女性 

認定者 ｻｰﾋﾞｽ利用

人数
割合※１
(3,133人)

人数 割合※２
割合※１
(2,550人）

割合※２

要支援１ 201 6.4% 102 50.7% 6.7% 43.5%

要支援２ 118 3.8% 72 61.0% 3.5% 54.4%

要介護１ 74 2.4% 58 78.4% 3.2% 74.4%

要介護２ 63 2.0% 50 79.4% 2.7% 81.4%

要介護３ 44 1.4% 37 84.1% 1.9% 77.6%

要介護４ 29 0.9% 19 65.5% 1.3% 75.8%

要介護５ 27 0.9% 19 70.4% 1.1% 64.3%

合計 556 17.7% 357 64.2% 20.5% 61.7%

認定者 ｻｰﾋﾞｽ利用

Ｈ２７調査Ｈ２８調査
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１５ 障害者手帳の有無 

 障害者手帳を持っている人の割合は 11.0％である。 

障害者手帳の状況 表１５ 

※３ 複数の手帳を所持している人や種別を記載していない人がいるため，合計は一致しない。 

※４ 有効回答数に占める割合。 

障害者手帳を持っている人の割合（性別，年代別） 図１５ 

Ｈ２７調査

人数※３
割合※４
(6,270人)

割合※４
(5,749人)

手帳あり 689 11.0% 10.5%

身体 495 7.9% 8.0%

療育 84 1.3% 1.5%

精神 141 2.2% 2.4%

Ｈ２８調査

13.5  

2.6  

8.8  

5.8  

10.8  
12.1  

18.8  

13.9  
16.4  16.0  

9.0  

0.6  
2.8  

7.3  
9.1  

12.8  
12.1  

7.9  
9.9  9.5  

0%

10%

20%

30%

合計 0-9歳 10-19歳 20-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-69歳 70-79歳 80歳以上 

男性 女性 （割合/年代） 
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（人） 

１６ 前回に引き続き回答があった方の状況 

 今回調査の回答者 6,270人のうち，平成 27年度に実施した 3つの健康調査（プレハブ仮設住宅，民間
賃貸借上住宅，災害公営住宅入居者健康調査）でも回答していた方 3,817人（60.9％）である。 
これらの 3,817人について，両調査における回答状況を比較すると，体を動かす機会が「とても少なくな
った」及び「少なくなった」は 6.3ポイント低い。 

                 

                 
両調査に 

回答があった人 
 

3，817 人 

平成２８年度調査のみ 
回答があった人 

            
2，453 人 

平成２７年度調査のみ 
回答があった人 
 

プレハブ ： 7,470 人 
民   賃 ：12,227 人 
災害公営： 2,677 人 

※１ H28 年調査・H27年調査ともに，前回に引き続き回答があった人(3,817人)に占める割合（心の問題※２を除く）。 

※２ Ｋ６について有効な回答をした１８歳以上の人に占める割合。 

（１） 回答者の性別・年齢構成  

（２） 回答の状況  

0-9歳 10-19歳 20-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-69歳 70-79歳 80歳以上

男性 77 79 61 126 138 178 403 368 219 1,649 834

女性 93 79 84 160 170 208 491 514 369 2,168 1,170

合計 170 158 145 286 308 386 894 882 588 3817 2004

(割合) ( 4.5% ) ( 4.1% ) ( 3.8% ) ( 7.5% ) ( 8.1% ) ( 10.1% ) ( 23.4% ) ( 23.1% ) ( 15.4% ) ( 100.0% ) ( 52.5% )

65歳以上
（再掲）合計

( 21.2% ) ( 20.9% ) ( 0.3 )

( 59.1% ) ( 58.0% ) ( 1.1 )

※２ ( 7.6% ) ( 7.9% ) ( ▲ 0.3 )

( 16.4% ) ( 16.4% ) ( 0.0 )

( 2.5% ) ( 2.6% ) ( ▲ 0.1 )

( 3.2% ) ( 3.6% ) ( ▲ 0.4 )

( 20.2% ) ( 20.6% ) ( ▲ 0.4 )

( 35.4% ) ( 41.7% ) ( ▲ 6.3 )

項　　　目 選　　　択　　　肢

回答人数
（割合※１）

増減

Ｈ２８調査 Ｈ２７調査

疾病の状況 「病気がある」
2,254 2,215 39

体　　　調 「とても悪い」＋「あまり良くない」
810 799 11

不眠の状況 「眠れない」
626 626 0

心の問題 Ｋ６が１３点以上
238 242 ▲ 4

食欲の状況 「食欲がない」
123 139 ▲ 16

飲酒の状況 「朝又は昼から飲酒することがある」
95 99 ▲ 4

体を動かす機会の変化 「とても少なくなった」＋「少なくなった」
1,351 1,592 ▲ 241

相談相手の有無 「いない」
771 787 ▲ 16
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１７ 平成２８年度災害公営住宅入居者健康調査結果（市町村別の主な項目） 

※１ 性別及び年齢について有効な回答をした人の数。 

※２ 「現在病気がある」と回答した人の数に占める割合。 

※３ Ｋ６について有効な回答をした１８歳以上の人の数に占める割合。 

 

回収
世帯数

有効回答
人数

【Ａ】 【Ｂ】※１ 【Ｃ】（ Ｃ/Ａ ） 【Ｄ】（ ※２ ）【Ｅ】（ ※３ ）【Ｆ】 （ Ｆ/Ｂ ）

仙台市 1,448 2,505 376 （ 26.0% ） 63 （ 4.6% ） 183 （ 9.0% ） 72 （ 2.9% ）

塩竈市 127 233 36 （ 28.3% ） 4 （ 2.8% ） 10 （ 5.0% ） 5 （ 2.1% ）

松島町 28 45 7 （ 25.0% ） 1 （ 3.1% ） 3 （ 8.3% ） 0 （ 0.0% ）

名取市 89 157 18 （ 20.2% ） 5 （ 5.4% ） 11 （ 8.7% ） 3 （ 1.9% ）

亘理町 203 348 59 （ 29.1% ） 6 （ 2.9% ） 21 （ 7.5% ） 9 （ 2.6% ）

山元町 205 321 64 （ 31.2% ） 10 （ 5.0% ） 16 （ 6.1% ） 12 （ 3.7% ）

石巻市 639 1,178 170 （ 26.6% ） 20 （ 2.9% ） 69 （ 7.3% ） 22 （ 1.9% ）

東松島市 269 438 108 （ 40.1% ） 7 （ 2.8% ） 17 （ 4.9% ） 9 （ 2.1% ）

気仙沼市 196 310 67 （ 34.2% ） 3 （ 1.6% ） 20 （ 8.2% ） 4 （ 1.3% ）

南三陸町 262 440 82 （ 31.3% ） 3 （ 1.2% ） 18 （ 5.1% ） 10 （ 2.3% ）

大崎市 97 163 29 （ 29.9% ） 1 （ 1.1% ） 7 （ 4.9% ） 4 （ 2.5% ）

登米市 47 83 17 （ 36.2% ） 2 （ 3.8% ） 5 （ 8.8% ） 1 （ 1.2% ）

涌谷町 25 49 6 （ 24.0% ） 0 （ 0.0% ） 1 （ 2.6% ） 1 （ 2.0% ）

3,635 6,270 1,039 （ 28.6% ） 125 （ 3.5% ） 381 （ 7.5% ） 152 （ 2.4% ）

参
考

Ｈ27調査 3,031 5,749 746 （ 24.6% ） 109 （ 3.5% ） 381 （ 8.6% ） 155 （ 2.7% ）

合　　計

沿
岸
市
町

内

陸

市

町

村

等

市町村
独居高齢者世帯 治療中断

Ｋ６
１３点以上の人

朝又は昼から飲酒す
ることがある人
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Ⅲ （参考）調査票様式 
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） 

１人目記入欄 


